
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

近
く
に
住
む
８３
歳
の
実
姉
は
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
い
、
こ
こ

数
年
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

同
じ
８３
歳
の
義
兄
が
老
骨
に
鞭

打
っ
て
実
姉
の
介
護
を
し
て
い

る
。
今
は
要
介
護
度
５
で
胃
瘻
で

『
寝
た
き
り
』
の
状
態
に
あ
る
。 

 
 

典
型
的
な
『
老
老
介
護
』
の
家

庭
で
あ
る
。 

私
の
妻
は
、
１
週
間
に
２
回
義

兄
の
介
護
の
手
伝
い
に
行
っ
て
い

る
。
妻
か
ら
「
だ
ん
だ
ん
悪
く
な

っ
て
い
る
。」
と
報
告
を
受
け
る
と

ガ
ク
ッ
と
く
る
時
も
あ
る
。 

介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

は
、
居
宅
介
護
支
援
、
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
居

宅
療
養
管
理
指
導
（
医
師
、
薬
剤

師
）
な
ど
、
ほ
ぼ
利
用
し
て
い
る
。 

カ
レ
ン
ダ
ー
に
貼
ら
れ
た
膨
大

な
訪
問
予
定
計
画
や
、
義
兄
の
分

も
含
む
薬
の
種
類
の
多
さ
を
見
る

に
つ
け
、
義
兄
の
苦
労
が
思
い
や

ら
れ
る
。 

「
金
が
無
い
訳
で
な
い
の
だ

か
ら
、
施
設
入
所
も
考
え
た
ら
」

と
、
義
兄
に
話
す
時
も
あ
る
が
、

実
姉
の
『
自
宅
で
過
ご
し
た
い
』

と
の
意
志
を
あ
げ
て
、
消
極
的
で

あ
る
。 

年
に
数
回
、
１
週
間
程
度
の
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
が
、

や
つ
れ
て
帰
っ
て
来
る
こ
と
が

多
く
、
施
設
に
馴
染
め
な
い
と
の

事
で
あ
る
。 

実
姉
に
と
っ
て
た
だ
一
つ
の

楽
し
み
は
、
友
人
が
話
し
相
手
に

訪
ね
て
く
れ
る
事
で
あ
っ
た
が
、

今
は
誰
が
来
た
か
も
分
か
ら
な

い
状
態
で
あ
る
。 

平
成
１９
年
春
、
９６
歳
で
亡
く

な
っ
た
同
居
の
母
は
、
要
介
護
度

５
で
１０
年
以
上
、
妻
が
介
護
を
し

た
が
、
良
い
か
か
り
つ
け
医
に
恵

ま
れ
た
。 

近
く
で
開
業
し
て
い
る
S
医

師
が
、
医
師
会
推
薦
の
認
定
審
査

会
の
責
任
者
に
な
っ
た
の
で
、
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
勉
強
し
た
い
の

で
、
認
知
症
も
患
っ
て
い
る
母
に

「
モ
デ
ル
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。 

車
椅
子
に
母
を
乗
せ
て
、
医
院

の
診
察
室
に
行
き
、
２
時
間
S
医

師
の
勉
強
に
付
き
合
っ
た
。
お
と

な
し
い
性
格
の
母
な
の
で
医
師
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
た
。 

 
 

こ
の
事
を
忘
れ
な
か
っ
た
S

医
師
は
、
母
臨
終
の
際
早
速
駆
け

つ
け
て
頂
き
、
病
名
の
確
定
と
全

身
の
清
拭
、
そ
し
て
衣
服
の
盛
装

を
素
早
く
行
っ
て
く
れ
た
。 

８０
歳
近
い
S
医
師
の
手
際
の

良
さ
に
は
、
た
だ
感
動
す
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
。 

 
 

今
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

む
け
て
、
医
療
と
介
護
の
連
携
強

化
が
叫
ば
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
２
０
１
５
（
平
成
２７
）
年

度
か
ら
の
第
６
期
以
降
の
介
護
保

険
事
業
計
画
を
「
地
域
包
括
ケ
ア

計
画
」
と
位
置
づ
け
、
取
り
組
み

を
強
め
る
と
い
う
。 

 
 

『
利
用
者
本
位
』
の
計
画
に
な 

る
よ
う
、
み
ん
な
で
声
を
強
め
ま

し
ょ
う
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１３回通常総会が開催されました 

法定事項としての「グループ

ホームの評価調査」、「介護サ

ービス情報の公表」等々。 

 この 18年間の関係者の努

力の積み重ねによって、特

養、グループホームなどの施

設利用者にとっては、まだ課

題はありますが、この悲願は

達成できました。少なくとも

この宮城では、達成できたと

確信しております。 

これをすべての利用者、す

べての地域住民に広げよう

というのが「地域包括ケア」

です。 

その目的一点に絞って、利

用者のための、地域住民のた

めの、「地域包括ケア」を創

る宮城シンポジウムが、関係

11団体共同主催のもと、宮城

県、仙台市の大きな後ろ盾を

いただき、9月 25 日、日立シ

ステムズホール、旧青年文化

今日はまたとない好天、絶

好の総会日和に恵まれまし

た。これは一重にご参会の皆

様の日頃のご精進のお蔭と

感謝しております。 

まずもって超ご多忙の中，

一万人市民委員会総会のた

め、日程を差し繰っていただ

いたご来賓の皆さんに、心か

ら御礼申し上げます。ありが

とうございました。 

思い起こせば、「介護地獄

からの解放」は、199６年一

万人市民委員会結成以来の

悲願でありました。  

全国の仲間と一緒に取り

組んだ「介護保険制度制定」

の運動、宮城独自で実施した

「介護サービス基盤整備」の

活動、そして、宮城独自の第

三者評価としてスタートし

た特養の「介護サービスの質

の向上」の取り組み、さらに、

センターで開催されること

になりました。 

本年度は、まずこのシンポ

ジウムの成功に全精力を傾

注したい。 

そして、その後の、「地域

包括ケア」の具体化について

は、宮城県全域の到達目標を

２０１８年度におき、訪問医

療をはじめ、すべての関連団

体の協力を得ながら、「出来

る地域」から、「出来る方法」

で、まずスタートすることを

主眼に、一歩一歩着実に進め

ることとします。 

それぞれの地域が個別に

努力を積み重ね、東京オリン

ピックの年の２０２０年に

は、宮城の全地域、全施設が、

「介護地獄から解放された」

と、世界のとくに北欧のお客

さんに、胸を張れるようにし

たい。その大前提は平和の確

保であり、憲法解釈の変更に

よる、集団的自衛権の行使は

認められません。 

以上、代表としての抱負と決

意を申し上げ、主催者あいさ

つを終わります。 

日 時:２０１４年５月２８日(水)１３時３０分～ 

会 場:仙台市生涯学習支援センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日は、一万人市民委員会

宮城県民の会第１３回総会

にお招きいただきありがと

うございます。 

ただいま御紹介いただき

ました宮城県保健福祉部長

寿社会政策課長の村上でご

ざいます。僭越ではあります

が、一言御挨拶申し上げます。 

 皆様におかれましては、日

頃から介護サービス情報の

公表制度の調査活動や、地域

密着型サービス外部評価な

どに大変な御尽力をいただ

いておりますことに、厚くお

礼申しあげます。 

 東日本大震災から三年が

経過した現在、多くの施設が

再建を果たしておりますが、

仮設での再開や再建途上の

施設もありますので、県とい

たしましては、今年度を震災

の復旧期から再生期へシフ

トする最初の年度と位置づ

け、国や市町村、関係機関と

連携し、一日も早い復興に努

めてまいります。 

 さて、本県の高齢化の現況
ですが、平成２６年３月末現
在、６５歳以上の人口はおよ

そ５５万７千人、全人口に占
める高齢者の割合は２４.０％
となっており、「超高齢化社
会」が到来しております。 
 また、国立社会保障・人口
問題研究所の推計によります

と、２０年後の平成４７年に
は、宮城県内の ６５歳以上
の人口が約６９万６千人、高
齢者の割合が３３.７％とな
ることが見込まれ、さらに、
高齢者一人暮らし世帯の推計
は、県内で１１万６千世帯と
なり、平成２２年度と比べ、
実に７５％の増加が見込まれ
るなど、高齢者を家族で支え
るという従来のシステムが、

今後機能しなくなることが懸
念されます。 
 こうした中で、高齢者が住
み慣れた地域で、尊厳に満ち
たその人らしい生活を継続し
ていくためには、医師、介護
士の専門職だけではなく、地

域での支え合いや見守り体制
づくりなど、医療、介護、予
防、住まい、生活支援の一体
的なサービスが提供される地

域包括ケア体制の構築が求め
られております。 

 県では、来年度、（仮称）宮

城県地域包括ケア推進協議会

を設立し、行政・医療・介護・

住民団体・ＮＰＯなどの関係

団体と連携・協働を図りなが

ら、地域の実情に応じた支援

を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 今年度は、この協議会の準

備委員会を立ち上げ、具体の

事業を盛り込んだアクション

プランを検討し、来年度から

実施することとしています。 

 皆様におかれましては、会

員の方々の資質向上を図るた

め、定期的に研修会を開催す

るなど、自ら介護サービスの

質の向上に積極的に取り組ん

でいらっしゃいます。 

 また、利用者の視点に立っ

た皆様の様々な活動は、今後

ますます大きな役割を果たし

ていくものと考えておりま

す。 

 県といたしましても、介護

サービス基盤の充実と資質の

向上、介護人材の確保、事業

者の指導、第三者評価の普及

についても、引き続き力を入

れてまいります。 

 最後に、県の高齢者福祉の

施設への変わらぬ御支援と御

協力をお願い申し上げますと

ともに、一万人市民委員会宮

城県民の会のますますの御発

展と、御参会の皆様の御健勝

をお祈り申し上げまして御挨

拶とさせていただきます。 



 

 

第１３回総会開催おめでと

うございます。思い起こしま

すと、大川代表がおっしゃっ

たとおり介護保険が始まる前

から、介護サービスをよくし

なければという熱い思いのも

とで団体を結成され、法人格

を取得され、第三者評価を続

けてこられました。介護保険

の前の措置の時代から、契約

として行うサービスの評価と

いうか、あり方を皆で考えて

いくという大きな活動につな

がったんではないかと思いま

すし、こういった第三者評価

を行いながら、その年々でテ

ーマをとらえましてシンポジ

ウムやフォーラムも開催して

こられました。 

他人事ではなくて皆で考え

て行きましょうという大きな

流れを作ってこられという事

で、まさに一万人委員会の皆さ

まの歴史というのは、新しい介

護のあり方を考え、それを実現

してくる歴史であったのだと

改めて思ってございます。 

国で地域包括ケアの一つの

柱として出しました２４時間

巡回型の訪問介護・訪問看護

について、仙台市も今年４月

に募集し、選定をしていると

ころで、今月中には決定の予

定でございます。仙台市には

６３の中学校区がございます

が、半分以上がサービス提供

エリアになるとみておりま

す。 

これは、来年、再来年も進

めていかなくてはいけないも

のでございますし、この定期

巡回型の訪問介護、訪問看護

だけでなく、これまでの小規

模多機能型のサービスなど

色々なものを考えていかなく

てはなりません。 

皆様に第三者評価をしてい

ただいております特別養護老

人ホームについても、今の計

画では６００を計画目標とし

て、それを達成すべく計画期

間最終年の今年はこれから選

定をするのですが、来年から

の３ヶ年計画の中にも適正な

数を位置付けて整備していき

たいと思っております。 

仙台市は６５歳以上の方は全

人口の２０％、７５歳以上の

方が１０％というのが大まか

な数字です。高齢化率が高く

なると大変だという話をされ

ますが、それは時代が違うん

だと考えなくてはいけない。

皆様方のようにご経験を力と

していろいろご活躍いただい

ている方が大勢いらっしゃい

ます。６５歳で区切ることが

本当に適当なのかを考えなく

てはいけないんだろうと思っ

ております。 

私たちはとにかく厳しい時

代を迎えます。そういう中で

財源の問題も言われておりま

す。しかし、そのような中で

も私達は私達で何とかしてい

かなくてはいけないという事

でありますので、まさに皆様

のご活動とご一緒させていた

だいて、もっともっと広範囲

の人達との協働といいます

か、一緒に考え、一緒にやっ

ていかなければいけない時代

を迎えておりますので、私共

も、そういったことをしっか

り考えて進めて参りたいと考

えております。お力添えをい

ただければと思います。 

一万人市民委員会の皆様、

この会の益々のご発展と、皆

様のご活躍をご祈念いたしま

すとともに、是非お力をお貸

しいただきたいとお願いいた

しまして、総会の開催にあた

りましてのお祝いの言葉とさ

せていただききます。本日は

本当におめでとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一万人市民委員会宮城県民

の会第１３回総会、大変おめ

でとうございます。只今ご紹

介いただきました連合宮城

は、簡単にいうと労働組合の

集合体であります。県内で概

ね８万人位が加盟している労

働組合の団体です。 

毎年大川代表から直接電話

をいただいて、総会に是非出

席をと言われて非常に恐縮を

しております。 

我々労働組合ですから働く

者の集まりで、今、全国的に

は｢働く事を軸とする安心社

会｣というのを共通の理念に

しています。働く事を軸とす

る安心社会、働く事というの

はなにも普通に仕事をしてお

金をもらうことだけではな

く、社会と常にふれあってい

くことを軸としているＮＰＯ

活動や、家庭で家事をすると

いうことも含め、安心な社会

を目指そうというのが共通

の理念です。 

介護の社会化から、そして

また第三者評価まで進んでき

たこの一万人市民委員会の活

動というのは正に働く事を軸

とする、そしてまた安心社会

に向かってのＮＰＯ法人だと

我々は考えています。 

ちょうど全国の連合が 

６５０万人位いるのですが、

その中の活動に「愛のカン

パ」という、加盟する組合員

の人達がお金を拠出して、そ

れを社会に役立てようとい

う基金があるわけですが、去

年、大川さんから一万人市民

委員会の活動にこの基金を

活かせないかとの話があり、

我々宮城の連合会としても

是非助成金を出したいとい

う事で本部に申請をして無

事通りました。そして今年も

という事で、今連合の本部の

方に申請をしている最中です。 

ただ、大変残念ながら額も

少ないですし、それから２年

続けて助成金を出すことが上

限のため、３年目は無いとい

う事なので、今回２年目の助

成となると、こうした支援が

また少し間が空いてしまうの

かなと思っていますけれど

も、我々現役の世代としても

是非こういった活動にせめて

ものバックアップを何とか続

けていきたいと思っていると

ころです。 

最後に、生涯現役社会とい

うところから、本当に地域包

括ケアシステムがいずれきち

んとした形で、宮城県の全部

の中学校区にシステムとして

行き渡るというその社会を、

共に我々もめざしていきたい

という事を申し上げて、ひと

こと総会でのお祝いの挨拶と

いう事にさせていただきたい

と思います。 

今日は大変おめでとうござ

います。 



 

 

 ご紹介がありました髙橋で
す。 
この会場にくると何人かの
方々から「年とんないね」と
か、「元気だなぁ」と声掛けら
れます。 
 前にも話したかも知れませ
んが、私は大川さんと同年齢

ですから若い時代から一緒に
色々な活動をさせていただい
て、お世話になってきました。 
高齢化の問題では支える側

が減って、支えられる人がど

んどん増えている。私たちは、
まだまだ最後まで支える側で
いきましょうと、大川さんと
は約束しています。皆さんも
そうだと思います。 
県内のあるいは市内の介護

保険事業の量的・質的な充実
拡大のために、一万人市民委
員会の皆さんはご苦労されて
きました。実は、私のところ
の小規模・地域密着型サービ
スの外部評価は、勿論、基本
的な評価でありますから受け
ておりますが、任意である特
別養護老人ホームの第三者評
価も一万人市民委員会さんか
ら受けており、色々なご指導

をいただいております。本当
に有難うございました。 
今、国会が開かれています

が、集団的自衛権の問題など
が議論され話題がマスコミを
通じて広がっています。しか

し、実は、我々に関係してい
る医療介護の法律（略称：医
療介護総合法案）これも国会
で審査中であり、衆議院をと
おり、あと参議院でとおるこ
とになっている分けですが、
その審議の内容はなかなか国
民に解るように報告されてき

ません。 これはどこに問題
があるのか、我々直接関係し
ている者としては、力不足で
反省しております。 
中身は皆さんご存知のよう

に、例えば介護の負担はどん
どん増えるがサービス量は削
減されるとか、今までの利用
料が一割だったのが、一定の
所得があれば二割にしますと
か、大事な問題がなかなか表

に出てこないということを非
常に心配しています。 
次に、介護職の人材不足で

すが、仙台でも特別養護老人
ホームが毎年増やされていま
す。我々も何とか努力して造
ってみたものの従業員が集ま
らないため、即、オープン出
来ない、あるいは半分の利用
者しか受け入れられないとい
うことになります。 

私共の仲間でも来年の４月
のオープンに向けて、３０床
位の施設を造っています。と
ころが、今から希望者がいれ
ば職員を常時採用し、給料を
払っていかないと、その時に

なっては職員が集まってこ
ないのです。 

こういう現実があるとい
うこともご理解いただきた
い。これは、賃金問題や労働
条件、環境等が中心になって
いることもあります。また、
比較的待遇のいい産業には
最近は集中して来ているよ
うです。 
けれども、本当に、高齢者

の命と暮らしと健康が大事
と思えば、色々な面に気配り

していただき介護保険事業
の充実発展にもご協力をい
ただきたいと思っています。 
大川さんや県の課長さん

から地域包括ケアシステム
の話がありましたが、担当責
任は市町村でやるわけです
けれど、地域の問題ですから
生活圏は中学校区単位で、老
人ホームやデイサービス、地
域包括支援センターなど関

心を持っている人達が知恵
を集めて地域のニーズを掘
り起こし、そのニーズに応え
るようなサービスの提供を
行っていく。 
それには、地域のネットワ

ークこそが、これからの介護

を担う人達が発展していく
ことになると思います。私た
ちもその一翼を担っていき
たいと思いますし、大川さん

を中心とする皆さんも、是
非、全地域で頑張っていただ
きたいと心からお願いしお
祝いの言葉といたします。 
ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。私はご
紹介いただきました公益社
団法人 認知症の人と家族
の会宮城県支部の代表をし
ております関東と申します。
第１３回総会にお呼びいた
だいて、お話までさせていた
だくのはとっても嬉しい限

りでございます。 
私からは相談を受けた事

例をお話いたします。ご本人
は病気のために思いを適切
に表現できませんし、家族は
お願いしているという遠慮
もあり、どんなに辛い事でも
ぐっと押さえて、精神的負担
となり治療を受けている方
って結構いらっしゃるわけ
です。そのうえでの相談です。 

お兄さん夫婦が仙台市内

に住んでいて、デｲサービス
を利用していたのですが、最
近大声とか暴言とか徘徊気
味になってすごく困ってケ
アマネジャーに連絡したそ
うです。すると、ケアマネジ
ャーがショートスティなど

を調整して下さるとのことで
した。「ご本人の状態で断る時
もある」と言われまだ連絡も
ないのです。それで私に、ど
こに行けばいいかっていう相
談だったのです。 
次の相談ですが、そこでも

要介護５だったご主人が、薬
の飲み過ぎでヘロヘロになっ

ていて、で、少しずつ薬を抜
いていったら元気になって、
要介護 5 から今は要介護２に
なりました。歩けなかった人
が歩けるし、お話しできなか
った人がお話しできるように
なり、今状態が安定している
ので家に連れて帰りたいとケ
アマネジャーに話したら、「い
やいや無理だからやっぱり一
応施設に入っていた方がい

い」という話です。 
その後、面会に行くとやっ

ぱり「家に帰りたい」とか、
「俺はここで死ぬのかなぁ」
という話を聞くと、やっぱり
今どうしても家に連れて帰り
たいのです。今しかないよう

にも思うとのことでした。 
子どもたちはお母さん一人で

は無理だからという事もあり
ますが・・・ 
ケアマネジャーさんはこの

ご夫婦の願いに寄り添い、実
現できるように支援して欲し
いと心より思った相談でした。 
新しい制度は「オレンジプ

ラン」として、今始まろうと
しているので、是非軌道に乗
って欲しいです。「家族の会」
の活動である相談等をとおし

ての実態より、本当にできる
かなぁって、ものすごく不安
ですが前向きに捉えています。 
介護を受ける本人、家族は

関わってくださる大勢の方々
だけではなくて、地域の皆さ

ん特に経験豊かな高齢者の
方々の英知を絞って行けばい
い方に向くと信じながら、前

向きに進もうと思っています。 
一万人市民委員会の皆さま

支援を必要とする本人・家族
の代弁者として、これからも
どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
今日は本当にありがとうご

ざいました。 

シンポジウムの案内 



 

 

本日の特定非営利活動法人
介護の社会化を進める一万人
市民委員会宮城県民の会第１
３回総会に際しまして、会長
よりご挨拶を預かって参りま
したので代読させていただき
ます。 

この度は、貴会の第１３回総

会誠におめでとうございます。 

日頃より、大川代表をはじめ
とする貴会の皆様におかれま
しては宮城県内における社会
福祉の推進並びにサービスの
質の向上に向けた取り組みに
心から厚く御礼を申し上げる
とともに、敬意を表したいと
思います。 
さて、今般、日本国は、皆

様方もご存じのとおり、世界

に垣間見ない速度で高齢化が
進んでおります。そして日本
は世界第１位の長寿国であ

り、まさに高齢福祉をけん引
する国であります。日本人口
約１億２，０００万人の人口
に対し、６５歳以上の前期高
齢者以上の人口が約３，５０
０万人に達し、３人に一人が
高齢者となりました。また、
何らかの認知症の診断を受け

ている方が約４６２万人、予
備軍とされる方が約４００万
人、認知症の方々は推計で約
８６０万人以上いると言われ
ています。 
私たち宮城県認知症グルー

プホーム協議会としても、今
後ますます増え続ける高齢者
や認知症になられた方々、そ
してそのご家族を含め、たと
え認知症になっても安心して

暮らせる地域社会を築くため
グループホームを通じて微力
ながら地域社会に貢献してい

きたいと思っております。 
貴会におかれましても、平成

８年に貴会が発足され、これ
まで一般市民の代理として
第三者の立場から県内の福
祉施設において評価並びに
助言等を行いご尽力されて
きました。 
当協議会においても外部

評価等において貴会のご協
力を頂き、適切な助言や評価
をいただいてきたことで県
内の各グループホームのサ

ービスの質の向上に繋がっ
たと感謝致しております。 
今後も、県内の高齢者福祉

の推進と誰もが安心して老
いることのできる社会を目
指すためにも貴会のご理解
とご協力をお願い致します。 
最後に、貴会のますますの

ご発展と本日お集まりの皆
様方のご健勝をお祈りし挨
拶とさせていただきます。 

本日は誠におめでとうご
ざいます。 

★箕 輪(A):事業のあり方委員会では一万人市民委員 
会を如何に維持していくかという事業運営方策中心で 
あって、介護の社会化だとか福祉の社会化という方向 
とは違う目的を持った委員会である。 

 

※●△◆▽■※□▼◇▲○※ 総会質疑応答模様 ※〇▲◇▼□※■▽◆△● 

★大 矢(Q) :業態が介護だけでなくいろいろ入ってきて、少しづつ変わ 
ってきているし、変わりつつある。そういう状況に対応して、介護の社会 
化を進めるというよりも、現状は福祉の社会化を進めるという方向に社会 
的な要請が変わってきているのではないでしょうか。それとの関係で事業 

のあり方委員会の中でこの種の問題がどのような論議がされているので 
しょうか 

 

★大 川(A) :私どもは介護の社会化はまだ達成していないという前提にたって、施設に入っ 
ている人、サービスを受けている人はともかく、まだまだ要介護状態でも施設に入られない 

人、サービスを受けられない人、そういう人についてはまだ社会化が終わっていないと思っ 
ています。それをなんとか実現するのが地域包括ケアだと考えていて、その結果を見据えて、 
その方向（福祉の社会化）に進めていく考えです。 

 



 

 

 

役  職 氏  名 担       務 

代 表 理 事 大  川 昭  雄 ・総  括 

副代表理事 荒  井 勝  子 
・広報・地域包括ケア・福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価活動・評価委員(福

祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価) 

副代表理事 柏  倉 二  男 ・評価委員(福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価) 

副代表理事 小  菅 文  雄 ・成年後見活動・よろず相談 

副代表理事 佐  藤 克  代 
・財務・評価委員(地域密着型サービス評価) 

副代表理事 杉  原 正  晃 
・地域密着型サービス評価活動・評価委員(地域密着型サービ
ス評価) 

副代表理事 早  坂 幸  代 
・地域密着型サービス評価活動・評価委員(地域密着型サービ
ス評価) 

副代表理事 箕  輪 元  三 
・財務・福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価活動・評価委員(福祉ｻｰﾋﾞｽ第三
者評価) 

専 務 理 事 熊  谷 道  夫 ・総括調整・苦情解決 

常 任 理 事 小  山 照  子 ・総務 

常 任 理 事 栗  原 節  子 ・広報・地域包括ケア 

理 事 阿  部 武  治 
・情報の公表調査活動・調査委員(情報の公表調査) ・地域密
着型サービス評価活動 

理 事(新) 兼  平 幸  雄 ・広報・ホームページ管理 

理 事 相  楽 美代子 ・苦情解決・評価委員(地域密着型サービス評価) 

理 事(新) 佐  藤  年 夫 ・成年後見活動 

理 事 佐  藤 広  通 ・広報(印刷/発送)・評価/調査資料管理 

理 事 高 野   剛 
・総務(事務局次長)・ 情報の公表調査活動・調査委員(情報の
公表調査)・地域密着型サービス評価活動 

理 事 團   順  子 
・広報・地域包括ケア・福祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価活動・評価委員(福

祉ｻｰﾋﾞｽ第三者評価) 

理 事 仲 野 紀 夫 
・総務(事務局長) ・地域包括ケア・調査委員(情報の公表調査) 
・ホームページ管理 

理 事(新) 本  間 吉  雄 ・苦情解決 

監 事 大  倉 克  志  

監 事 中  村 祥  子  

 

☆２０１４年度の一万人市民委員会の新体制は下表のとおりです。 

 奈良 靖さん、碓田かね子さんが退任され、佐藤年夫さん、本間吉雄さん、兼平幸雄

さんの新たに理事に加わりました。 
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て
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ま

す
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「地域包括ケア」の実現に向けて活動している団体の紹介 

【 概  要 】 

本ネットワークは、患者さん•利用者さんの為によ

り良いサービスを提供していく為の任意団体です。 

地域包括ケアシステムの具現化を目指し病院や介

護施設で提供されているサービスや多職種連携が

在宅でもできるよう行動していきます。 

その為に、仙台市の医療・看護・リハビリ・介護な

どの多職種連携がスムーズにできるように、各種交

流会や研修会を企画していきます。 

その他 facebook を利用して仙台の医療・介護・福

祉の情報を発信します。 

【 活動実績 】 

・平成２５年３月から計８回の「顔のみえる会」(多

職種交流会)を開催 

・緑風園総合施設長 菊地雅洋氏講演会 

・床ずれ研修会座学編、実技編 

・レクレーション(釣り、ぶどう狩り) 

・秋田市地域包括・在宅介護支援センター連絡協議

会研修会にて「ささかま hands の活動内容につい

て」の発表 

【 今後の予定 】 

・東北若手医師ネットワーク（TWIN）とのコラボレ

ーション企画 

・ワールドカフェ＆事例検討会 

・MED プレゼン仙台(専門職の考え、想いをプレゼ

ンする) 

・仙台市地域包括ケアシステム具現化するシンポジ

ウム開催 

 

私たちは仙台で地域包括ケアシステムの具現化を目指して活動しています 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よろず相談会を開設しました 

身近な困りごと、悩みごとなどの相談会を当会

顧問の武田貴志弁護士、安田廣冶司法書士を相談

役に、両先生から法律、成年後見関係の分野に限

定せず、よろず相談会として、会員の方やそのご

家族がお持ちの生活全般、法律相談などに関する

「なんでも」相談としていくことの了解を頂きま

した。（無料です） 

時間と場所は次のとおりです。 

＊時  間：午後１時～３時(毎回) 

      お一人様１回３０分程度を予定 

＊場  所：テルウエル相談室(一万人市民委員会

宮城事務所隣り) 

＊受付電話：０２２－２９３－８１５８ 

   FAX：０２２－２９３－８２３０ 

☆申し込み締切日は開催日の７日前としますが、そ 

れ以降でも有りましたら、連絡願います。 

☆２６年７月～２６年１０月までの開催日と担当相

談役は次のとおりです。 

・ ７月２４日（木）相談役 安田廣冶司法書士 

・ ８月２６日（火）相談役 武田貴志弁護士 

・ ９月１２日（金）相談役 安田廣冶司法書士 

・１０月２３日（木）相談役 武田貴志弁護士 

お気軽に相談願います。 

活 動 状 況 

◆２０１３年度第７・８回理事会が 
開催されました 

第７回、８回定例理事会が２０１４年４月２４日(木)、

５月１日(木)仙台市生涯学習支援センター５階会議室に

おいて開催されました。 

当該、理事会における主な報告及び審議事項は下記のと

おりです。 

◆第７回理事会 報告・審議事項 

  1、第１３回定期総会の議案審議について 

  2、地域包括ケアのシンポジウム開催について 

  3、福祉サービス第三者評価の調査活動について 

  4、介護サービス情報の公表の調査活動について 

  5、地域密着型サービスの外部評価活動について 

  6、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画について 

  7、残高試算表(３月末)と今後の財政の見通しについて 

  8、広報、組織、総務関係の活動について 

  9、第８回理事会の開催日程について 

  10、その他 

◆第８回理事会 報告・審議事項 

  1、第１３回定期総会の議案の確定について 

  2、総会時の役割分担について 

3、地域包括ケアのシンポジウム開催について 

  4、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画について 

  5、会計監査について 

  6、広報、組織、総務関係の活動について 

  7、新年度第１回理事会の開催日程について 

  8、その他 

※詳細については事務局備付の議案書を閲覧願います。 

 去る６月３日(火)、仙台市生涯学習支援センター

において本年度第１回目の地域密着型サービス外部

評価フォローアップ研修会が開催されました。 

 研修内容は次のとおりです。 

*事業所訪問時の留意事項・・・荒井副代表理事 

*報告書作成について・・・早坂、相楽理事 

 ・報告書表紙の記入について 

 ・アウトカム(効果、成果)を参考にして 

 ・報告書内容について 

 ・事業所からの意見の紹介(外部評価実施後アンケ 

ートから) 

 ・その他(調査員間の意見交換) 

*外部評価と目標達成計画について・・杉原副代表理事 

以上、事業所訪問から調査報告書作成までの流れに沿

った研修が行われ、調査員の質の均一性が図られた。 
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仙
台
市
太
白
区
に
は
市
内
で
最
大
規

模
の
「
あ
す
と
長
町
仮
設
住
宅
」
が
あ
る

ほ
か
、
多
く
の
被
災
者
の
方
が
み
な
し
仮

設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

太
白
区
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
、
親
子
で

体
を
動
か
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昨
年
の
体
育

の
日
の
10
月
8
日
、
太
白
区
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
が
ス
ポ
レ
ク
祭
を
仙
台

市
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
３
３
０
人

が
参
加
し
、
9
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ゲ
ー

ム 

が
準
備
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
も

行
い
ま
す
の
で
是
非
、
皆
様
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

こ
の
ほ
か
、
太
白
区
レ
ク
協
会
は
、
あ
す

と
長
町
で
の
支
援
活
動
も
毎
月
行
い
ま

し
た
。 

ま
た
近
年
、
地
球
環
境
の
危
機
が
叫
ば 

れ
て
い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
ま
ず
身 

近
な
自
然
に
気
づ
き
自
然
へ
の
愛
情
を 

育
む
こ
と
が
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
第
一
歩 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
だ
か
ら
感

じ
ら
れ
る
事
・
大
人
だ
か
ら
気
付
く
事
・

親
子
一
緒
だ
か
ら
分
か
ち
合
え
る
事
・

色
々
な
立
場
で
感
じ
た
心
を
大
切
に
し
た

い
と
願
い
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
自

然
と
友
達
に
な
ろ
う
！
」
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

自
然
体
験
学
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
「
地
球
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」、
森
の
中
の
自
然
を
探
そ
う
「
フ

ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」、
隠
れ
て
い
る
物
を
探

そ
う
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」、
木
の
中
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
音
を
聞
い
て
み
よ
う
「
木

と
語
ろ
う
」
ま
た
キ
ャ
ン
プ
体
験
等
々
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ア
ド
バ
イ
サ
ー
、
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
リ

ー
ダ
ー
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
余
暇
開
発
士

と
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
編 集 後 記 

☆第１３回総会は５月２８日に無事終了致しました。 

来賓の皆様、ご多忙中にもかかわらずご出席いただ

きありがとうございました。 

今年度も新事業計画のもと、活動が発進しました。

今年の最大の目標は 9 月に開催されます「地域包括ケ

ア」を創る宮城シンポジウムの成功です。また、８月

より始まります「介護サービス情報の公表」の調査対

象事業所が大幅にアップし、大変忙しくなりそうです。 

会員の皆様、暑さに負けず頑張りましょう。  

「ニュースレター」も一部カラー化や内容のリニュー

アルを図り、大変ご好評をいただいております。皆様

方のご協力に感謝いたします。これからもよろしくお

願いします。             前 田 

☆今回から栗原節子さんと團 順子さんが編集委員に加

わりました。 

 


